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秩父圏域の医療に関するアンケート集計結果【回答数:１５】 

 

１ 秩父圏域の医療に関する課題について 

  秩父圏域での医療の課題として、地域保健医療計画の圏域別取組では、①二次救急体制の継 

 続、②医師・看護師の不足、③産科医療体制の存続、が挙げられています。 

  その他にどのような課題があると思いますか？ 

【回答】 

  ・医療スタッフなど少ない医療資源を有効に活用出来る制度の構築 

  ・医師の高齢化                         医療スタッフの不足 

  ・医療相談スタッフの不足  

  ・二次救急医療圏の再編検討 

  ・三次救急との連携       救急体制   

  ・夜間対応 

  ・長期的な医療体制のビジョン 

   ・医療機関が今のまま運営を続けても 5年先には各々が縮小せざるを得ないのが目に見えて 

   いる。すぐにでも広域でまとまった医療センターのような構想を掲げ動き出すことが必要。 

  ・脳ＣＴ機器の不足（認知症診断）  

  ・小児リハの充実            個別課題 

  ・精神科の入院施設の不足 

  ・現状の医療体制は 30年前の体制である 

   ➡郡市内の病院・医院が多く、二次救急体制もまわっていた頃の体制を引きずっている。

体制自体を考え直す必要がある。例えば医療の役割分担を構築するのも一考だと思うが、

これには時間がかかる。むしろ集約化の方が早いのではないかと思う。個人経営の病院、

医院は難しいが、公立病院の統合、一本化をすれば、少ない医療資源（医師、看護師な

ど）を効率良くまわすことができるのではないか。 

  ・魅力ある病院、医院を、地域をあげて作っていく必要がある 

➡若い医師、看護師の地元での確保には限界を感じている。秩父に魅力ある医療機関があれ

ば、圏域外から多くの若者が集まって来るのではないか。新しくきれいな病院には、そ

れだけで人を引き付ける魅力がある。優秀な指導者がいれば、修行目的で人が集まって

来る。他の地域よりも多額の報酬を得られることも魅力のひとつ。行政にも努力して欲

しい。 

  ・特定の診療科が不足している 

 ➡小児科外来、病棟が不足している。小児科医院の閉院に伴い、他医院、市立病院小児科

への負担が増え、これまでの中長期的な問題ではなく、直近の問題となっている。特に

市立病院小児科外来の充実が至急の課題と思われる。また開業医で小児科以外の医師が

小児に対応していることを保健所、行政、市民にご理解頂きたい。 

  ➡婦人科医師が不足している。現状では圏域内医師で婦人科検診をまかなうことすら不可    

能な状況である。産科にこだわらず、婦人科医師の招聘、町立病院の婦人科拡充が必要

と思われる。特に町立病院婦人科の郡市内への周知も必要と考える。 
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 ➡整形外科救急体制が不足している。整形外科病院の診療縮小により、平日夜間、休日の

整形外科救急対応が難しくなっている。大きな外傷の場合三次救急対応になるが、むし

ろ軽微な骨折、捻挫等に対する対応をどうするかは、喫緊の課題である。 

 

 

２ 秩父圏域で不足している診療科は何だと思いますか？（産科は下で伺いますので除外します。） 

 【回答】 

  ・小児科          ６人 

  ・循環器（内）科  ４ 

  ・婦人科      ２ 

  ・脳卒中（急性期） ２ 

  ・精神科（入院）  ２ 

  ・整形外科         ２ 

  ・呼吸器科 ・皮膚科 ・総合診療科 

  ・眼科（圏域内での白内障手術が充足していない。町立病院には眼科のさらなる拡充をお願いしたい。） 

  ・放射線科（圏域内で放射線治療ができれば良いと思う。） 

  ・ペインクリニック（需要は多いと思う。圏域内に麻酔科医師はいるが、おそらく忙しくて対応できないのではな 

     いか。非常勤も一考かと思う。） 

 

 

３ 秩父圏域の産科は、岩田産婦人科医院 1 か所ですが、一方秩父では年々出産数は減少してい

ます。このような状況下で、秩父圏域の産婦人科はどうすべきと思いますか？（〇を記入） 

 【回答】 

  1 医療機関を増やす ３ 

  2 現状維持     ９ 

            （コメント）この状況で医療機関を増やすことはできない。現状で岩

田産婦人科にはできる限り続けて頂くこと。岩田産婦人科がお産に

対応できなくなった場合、それから考えたので良いかと思う。 

  3 その他・何かの時は応援の医師が派遣できると良いと思う。 

       ・1市 4町で医療センターを作り、そこに産科を入れる。継続的に産科医師を確保。 

 

  【参考】岩田産婦人科医院での年間分娩数  

 

 

 

 

４ 秩父圏域の７病院に、それぞれどのような機能、役割を期待しますか？ 

  （選択肢）① 地域の中核病院としての機能 

       ② 先進技術を導入した検査や手術 

       ③ 夜間の二次救急 

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

４６９ ４２４ ４４４ ３７８ ３５４ ※５年間で 25%減 
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       ④ 災害時の医療連携 

       ⑤ 感染症発生時の治療、入院機能 

       ⑥ 急性期治療終了後の回復期での入院機能 

       ⑦ リハビリ機能 

       ⑧ 療養病床としての機能 

       ⑨ その他 

 〇を記入してください。複数選択可ですが、病院の役割分担を意識してください。 

【回答】 

 

   病 院 名 

 

 

      告：救急告示病院 

      輪：輪番病院 
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秩父市立病院   (告・輪) ◎ □ ◎ ◎ ◎ △ △ △  

国保町立小鹿野中央病院 (告) △ △ 〇 ◎ 〇 □ 〇 □  

秩父病院     (告・輪) □ □ ◎ ◎ ◎ △ △   

秩父生協病院    □ △ ◎ □ 〇  

秩父第一病院   (告)   △ □ □ 〇 〇 〇  

清水病院    □ △ □ ◎ ◎  

皆野病院     (告・輪) □ △ ◎ ◎ ◎ △ △ △  

             ◎:12以上、〇:9～11、□:5～8、△:1～4 

 

 

５ 病院の院長に伺います。運営上で現在困っていることは何ですか？ （〇を記入 複数可） 

 【回答】 

  1  医師の不足      ５ 

  2  看護師の不足     ６ 

   3  その他スタッフの不足 ７ 

    （具体例）・介護士   ３ 

        ・ＭＳＷ(医療ソーシャルワーカー)２ 

        ・専門性をもった事務職員、ＯＴ、ＳＴ 

 

  4 その他お困りのことを記載してください。 記入なし 

 

 

 

 

６ 病院の院長に伺います。医師の働き方改革により、来年度から時間外労働に制限が設けられ

ますが、貴院ではどのような影響が考えられますか？（〇を記入 複数可） 
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 【回答】 

  1  大学病院からの派遣医師が来なくなる ４ 

  4  その他・医師の成長不足による、医療の質や量の低下 

      ・医師が減った場合当直が困難となり、当直許可を取っていないと医師派遣しても

らえないのではと懸念される。 

 

 

７ 病院の院長に伺います。病院連携（特に、輪番病院への支援）として、どんなことができ 

 ますか？ （〇を記入 複数可） 

 【回答】 

  1 医師を派遣  １ 

  2  看護師を派遣 １ 

  3  その他・状況が許せば医師・看護師・コメディカルなどの相互派遣 

       ・輪番を行っているため、医師や看護師の派遣は難しい。 

       ・診療支援。派遣は困難であるため 

       ・後方支援 

       ・現状では見通しが立ちません。 

 


